
（2）平成３1年（２０１9年）４月３０日 No.212町田市議会だより

　
森
本
せ
い
や（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問
　
鶴
川
駅
南
北
再
整
備
に
際

し
、
人
の
回
遊
性
を
確
保
し
東
西

に
分
断
さ
れ
ぬ
様
努
力
さ
れ
た
い
。

　
都
市
整
備
担
当
部
長
　
地
元
の

皆
様
、
駅
利
用
者
、
小
田
急
電
鉄

と
と
も
に
、
駅
周
辺
の
活
用
方
法

な
ど
も
検
討
し
て
、
東
西
の
分
断

が
な
い
形
に
し
て
い
き
た
い
。

　
問
　
災
害
時
要
支
援
者
（
高
齢

者
、
障
が
い
者
等
）
名
簿
を
改
善

し
、
安
否
確
認
・
支
援
が
漏
れ
ぬ

様
関
係
機
関
と
連
携
す
べ
き
だ
。

　
地
域
福
祉
部
長
　
名
簿
に
施
設

利
用
情
報
を
掲
載
で
き
れ
ば
、
要

支
援
者
の
状
況
を
名
簿
か
ら
把
握

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
シ
ス
テ

ム
改
修
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
問
　
特
定
生
産
緑
地
制
度
等
、

町
田
市
農
業
は
岐
路
に
立
つ
。
農

業
従
事
者
の
方
へ
の
支
援
施
策
は
。

　
農
業
委
員
会
会
長
　
新
た
な
制

度
活
用
に
つ
い
て
、
ト
ラ
ブ
ル
が

発
生
し
な
い
よ
う
、
あ
ら
ゆ
る
機

会
を
利
用
し
て
、
農
業
者
に
し
っ

か
り
と
周
知
を
し
て
い
き
た
い
。

鶴
川
駅
再
整
備�

農
業
支
援
策
充
実

　
お
さ
む
ら
敏
明（
自
由
民
主
党
）

　
問
　
日
本
の
慣
習
を
身
に
つ
け

て
い
た
だ
く
教
室
の
開
設
な
ど
、

外
国
人
を
雇
用
す
る
市
内
事
業
者

に
は
、
届
け
出
を
義
務
づ
け
る
よ

う
に
指
導
す
べ
き
だ
が
。

　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
長
　
町

田
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
で
は
、
外

国
人
と
日
本
人
が
交
流
す
る
イ
ベ

ン
ト
な
ど
を
実
施
し
、
日
本
文
化

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
経
済
観
光
部
長
　
町
田
市
雇
用

問
題
連
絡
会
議
に
お
い
て
、
外
国

人
の
雇
用
に
関
す
る
こ
と
を
議
題

と
し
て
提
案
し
、
関
係
機
関
と
情

報
共
有
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
問
　
南
町
田
グ
ラ
ン
ベ
リ
ー
パ

ー
ク
ま
ち
び
ら
き
に
向
け
交
通
渋

滞
が
予
想
さ
れ
る
。
町
田
駅
間
の

増
便
、
成
瀬
駅
へ
路
線
開
設
な
ど

公
共
交
通
機
関
の
拡
大
を
求
め
る
。

　
木
島
副
市
長
　
パ
ー
ク
を
訪
れ

る
方
に
と
っ
て
便
利
で
、
ま
た
、

で
き
る
限
り
近
隣
に
ご
迷
惑
と
な

ら
な
い
よ
う
、
あ
ら
ゆ
る
工
夫
を

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

外
国
人
就
労
拡
大�

市
の
取
り
組
み
を

　
佐
々
木
智
子
（
日
本
共
産
党
）

　
問
　
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
ふ
れ
あ
い
館
）
の
利
用
状
況
と
、

改
善
へ
の
課
題
は
何
か
。

　
い
き
い
き
生
活
部
長
　
く
ぬ
ぎ

館
の
１
日
平
均
利
用
人
数
は
１
８

３
人
。
利
用
者
送
迎
バ
ス
は
４
月

か
ら
新
ル
ー
ト
で
す
。
風
呂
は
施

設
改
修
時
に
廃
止
し
、
介
護
予
防

ス
ペ
ー
ス
に
す
る
方
針
で
す
。

　
問
　
就
学
援
助
制
度
の
入
学
準

備
金
入
学
前
支
給
の
状
況
と
、
卒

業
ア
ル
バ
ム
代
な
ど
援
助
費
目
の

拡
充
を
求
め
る
が
ど
う
か
。

　
学
校
教
育
部
長
　
入
学
前
に
支

給
し
た
件
数
は
小
学
校
で
２
８
０

件
、
中
学
校
で
４
２
３
件
で
す
。

要
保
護
者
へ
の
卒
業
ア
ル
バ
ム
代

は
国
庫
補
助
と
な
る
予
定
で
す
。

　
問
　「
会
計
年
度
任
用
職
員
制

度
」
に
よ
り
非
正
規
職
員
の
働
き

方
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
か
。

　
総
務
部
長
　
会
計
年
度
任
用
職

員
は
、
定
型
的
な
窓
口
対
応
や
資

料
作
成
な
ど
の
業
務
に
特
化
し
て

い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
館
の
利�

用
改
善
を
求
め
て

　
吉
田
つ
と
む
（
保
守
の
会
）

　
問
　
町
田
市
に
お
い
て
南
地
区

に
限
定
さ
れ
る
、
容
器
包
装
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
の
分
別
回
収
の
全
域
化

は
ど
の
よ
う
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で

達
成
さ
れ
る
の
か
。

　
循
環
型
施
設
建
設
担
当
部
長
　

容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
資
源

化
を
含
む
資
源
ご
み
処
理
施
設
の

整
備
は
、
既
存
計
画
の
と
お
り
、

分
散
化
は
変
更
せ
ず
、
相
原
地
区

は
25
年
度
、
上
小
山
田
地
区
は
27

年
度
を
新
た
な
目
標
年
度
と
し
て
、

協
議
調
整
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
町
田
駅
西
口
に
あ
る
喫
煙

所
か
ら
発
生
す
る
タ
バ
コ
の
煙
が

通
行
す
る
子
ど
も
や
学
生
に
対
し

て
、
受
動
喫
煙
を
強
い
て
い
る
。

早
々
の
撤
去
を
求
め
る
。

　
環
境
資
源
部
長
　
多
く
の
方
に

利
用
さ
れ
て
い
る
喫
煙
所
は
、
ポ

イ
捨
て
の
増
加
や
接
触
事
故
の
発

生
な
ど
、
不
特
定
多
数
の
場
所
で

の
路
上
喫
煙
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な

被
害
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
が
あ
り
、

廃
止
す
る
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

南
地
区
限
定
の
プ�

ラ
回
収
の
全
域
化

　
お
ぜ
き
重
太
郎
（
保
守
の
会
）

　
問
　
競
技
開
催
に
向
け
た
準
備

状
況
と
今
後
の
進
め
方
は
。

　
木
島
副
市
長
　
７
月
21
日
に
テ

ス
ト
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
男
子
自
転

車
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
昨
年
６
月
と
１
月
と
の
２
回
、

町
内
会
・
自
治
会
、
商
工
団
体
な

ど
地
元
へ
の
説
明
を
し
ま
し
た
。

　
問
　
機
運
醸
成
の
た
め
に
必
要

な
地
元
へ
の
説
明
や
Ｐ
Ｒ
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
長
　
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
組
織
委
員
会
で
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
か
ら
、
コ

ー
ス
の
沿
道
を
中
心
に
チ
ラ
シ
の

配
布
、
看
板
や
横
断
幕
に
よ
る
広

報
活
動
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
問
　
町
田
市
の
Ｐ
Ｒ
と
と
も
に

来
場
者
が
長
時
間
楽
し
め
る
イ
ベ

ン
ト
内
容
に
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

　
経
済
観
光
部
長
　
町
田
市
名
産

品
の
販
売
や
地
元
商
店
会
等
の
模

擬
店
の
出
店
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

演
出
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
元
が
楽
し
め
る�

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

　

深
沢
ひ
ろ
ふ
み
（
保
守
の
会
）

　
問
　
東
京
都
に
よ
る
と
都
内
の

２
人
に
１
人
は
花
粉
症
と
の
報
告

が
あ
る
。
町
田
市
で
は
２
０
１
０

年
～
２
０
１
２
年
に
山
林
事
業

で
花
粉
症
対
策
に
有
用
で
あ
る
と

し
て
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
本
数
の
30

％
以
上
を
間
伐
し
た
。
そ
の
後
２

０
１
４
年
に
成
立
し
た
ア
レ
ル
ギ

ー
疾
患
対
策
基
本
法
を
受
け
て
市

は
花
粉
症
対
策
を
行
っ
た
か
。

　
保
健
所
長
　
花
粉
症
の
方
が
花

粉
の
飛
散
状
況
に
応
じ
て
適
切
な

対
策
が
と
れ
る
よ
う
、
都
の
飛
散

花
粉
数
調
査
に
協
力
し
デ
ー
タ
を

提
供
し
て
い
ま
す
。
都
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
は
、
都
内
の
そ
の
他
の
地

域
の
飛
散
状
況
も
ご
ら
ん
い
た
だ

け
ま
す
。
保
健
所
で
作
成
し
た

「
み
ん
な
の
健
康
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」

や
、都
が
作
成
し
た
幅
広
い
内
容

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
花
粉
症
一
口

メ
モ
」を
保
健
所
、各
市
民
セ
ン
タ

ー
等
で
配
布
し
、
症
状
を
軽
減
さ

せ
る
た
め
の
生
活
方
法
や
治
療
に

つ
い
て
も
情
報
提
供
し
て
い
ま
す
。

町
田
市
の
花
粉
症�

対
策
に
つ
い
て

　
細
野
龍
子
（
日
本
共
産
党
）

　
問
　
同
じ
所
得
で
も
協
会
け
ん

ぽ
に
比
べ
て
国
民
健
康
保
険
税
は

高
い
が
、
見
解
を
問
う
。

　
い
き
い
き
生
活
部
長
　
15
年
の

実
績
値
と
し
て
、
平
均
年
齢
は
15

歳
ほ
ど
の
開
き
が
あ
り
、
事
業
主

も
保
険
料
を
負
担
し
て
い
る
こ
と

な
ど
、
保
険
料
だ
け
を
比
較
は
で

き
な
い
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
問
　
子
ど
も
の
医
療
費
無
償
化

拡
充
の
た
め
に
、
自
己
負
担
と
所

得
制
限
撤
廃
に
い
く
ら
必
要
か
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
所
得
制
限

撤
廃
に
、
財
政
で
は
約
１
億
８
千

万
円
の
負
担
増
と
な
り
、
２
百
円

の
自
己
負
担
も
撤
廃
し
た
場
合
は
、

２
億
５
千
万
円
増
と
な
り
ま
す
。

　
問
　
南
町
田
拠
点
創
出
事
業
で

撤
退
し
た
電
気
店
の
跡
地
活
用
は
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
駐
車
場
と

し
て
活
用
す
る
必
要
も
想
定
さ
れ
、

当
面
の
間
、
パ
ー
ク
へ
の
来
場
状

況
の
推
移
を
見
守
り
、
銀
河
歩
道

橋
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
改
善
を
念
頭

に
置
い
て
、
検
討
を
続
け
ま
す
。

安
心
し
て
住
み
続�

け
ら
れ
る
町
田
を

　
星
だ
い
す
け
（
自
由
民
主
党
）

　
問
　
野
津
田
公
園
へ
の
ア
ク
セ

ス
と
新
規
道
路
に
つ
い
て
問
う
。

　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
長
　
少

し
離
れ
た
場
所
に
駐
車
場
を
確
保

し
て
渋
滞
緩
和
に
つ
な
げ
、
あ
わ

せ
て
、
車
で
の
来
場
を
抑
制
す
る

た
め
、
バ
ス
の
輸
送
力
を
高
め
る

こ
と
に
よ
り
、
公
共
交
通
機
関
の

利
便
性
を
向
上
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　
道
路
部
長
　
芝
溝
街
道
側
か
ら

は
高
低
差
や
、
駐
車
場
用
地
の
確

保
な
ど
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　
村
ま
つ
俊
孝
（
公
明
党
）

　
問
　
子
育
て
・
介
護
支
援
の
観

点
か
ら
、
市
で
３
世
代
同
居
・
近

居
支
援
を
行
う
べ
き
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
自
治
体
と

し
て
の
体
力
維
持
の
た
め
に
も
、

定
住
促
進
、
特
に
若
年
層
や
子
育

て
層
を
い
か
に
市
内
に
呼
び
込
め

る
か
は
、
重
要
な
課
題
で
す
。

　
問
　
建
ぺ
い
率
・
容
積
率
な
ど
、

都
市
計
画
の
側
面
か
ら
の
措
置
は
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
快
適
な
多

　
問
　
す
る
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
、

小
中
学
校
夜
間
照
明
、
公
園
で
の

ボ
ー
ル
遊
び
に
つ
い
て
問
う
。

　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
長
　
小

中
学
校
に
限
ら
ず
、
ス
ポ
ー
ツ
施

設
の
夜
間
照
明
設
備
の
整
備
は
、

近
隣
の
方
々
の
ご
理
解
を
得
な
が

ら
積
極
的
に
進
め
て
い
き
た
い
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
街
区
公
園

で
の
小
さ
な
お
子
様
の
ボ
ー
ル
遊

び
は
、
地
域
の
実
情
を
考
慮
し
、

多
く
の
方
が
快
適
に
利
用
で
き
る

よ
う
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

世
代
同
居
の
促
進
の
た
め
、
基
盤

が
し
っ
か
り
整
備
さ
れ
た
地
域
に

限
り
、
土
地
利
用
規
制
の
一
部
緩

和
も
あ
り
得
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問
　
が
ん
検
診
の
分
野
で
ソ
ー

シ
ャ
ル
・
イ
ン
パ
ク
ト
・
ボ
ン
ド

（
Ｓ
Ｉ
Ｂ
）
を
導
入
し
て
み
る
べ

き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
保
健
所
長
　
民
間
事
業
者
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
活
用
で
き
る
た
め
、
効

果
が
上
が
る
可
能
性
は
あ
り
ま
す
。

条
件
が
折
り
合
え
ば
、
効
果
的
な

施
策
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

小
中
学
校
夜
間�

照
明
を
提
案
す
る

未
来
志
向
の
柔
軟�

な
政
策
を
求
め
る

　
お
ん
じ
ょ
う
由
久
（
公
明
党
）

　
問
　「
公
共
工
事
の
平
準
化
」

に
つ
い
て
、
市
の
取
り
組
み
は
。

　
財
務
部
長
　
建
設
事
業
は
年
度

の
上
半
期
発
注
率
を
70
％
と
す
る

こ
と
を
庁
内
に
通
知
し
、
早
期
の

事
業
着
手
を
促
し
て
い
ま
す
。

　
問
　
認
知
症
の
方
が
安
心
し
て

外
出
で
き
る
た
め
の
強
化
策
は
。

　
い
き
い
き
生
活
部
長
　
民
間
事

業
者
と
の
見
守
り
に
関
す
る
協
定
、

緊
急
時
に
親
族
等
に
連
絡
で
き
る

高
齢
者
あ
ん
し
ん
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー

事
業
な
ど
を
、
一
層
強
化
し
ま
す
。

　
問
　
グ
ラ
ン
ベ
リ
ー
パ
ー
ク
ま

ち
び
ら
き
を
好
機
に
路
線
バ
ス
拡

充
が
必
要
。
検
討
進
捗
状
況
は
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
南
町
田
駅

と
成
瀬
駅
間
の
路
線
新
設
は
、
事

業
者
に
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
運
転
士
不
足
な
ど
の
理
由

か
ら
実
現
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

働
き
か
け
を
続
け
る
と
と
も
に
、

南
町
田
を
中
心
と
し
た
南
地
区
の

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
も

話
を
始
め
る
と
こ
ろ
で
す
。

南
町
田
と
つ
な
が�

る
路
線
バ
ス
拡
充

ふれあい　いちょう館

　各議員のタイトル下にある
ＱＲコードから一般質問の録
画映像にアクセスできます。
※�動画の再生には別途通信料が
かかります。

一般質問
　3月15日、18日から20日、22日の5日間
にわたり、31名の議員が市政を取り巻く諸
問題について、意見・提案を交えながら、
市長などの考えをただしました。質問、答
弁の要旨は次のとおりです。
※�議長と副議長は、町田市議会では一般質
問を行わないことになっています。


